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事業シート（概要説明書）

予算事業名 市民ふれあいスポーツ推進事業 事業開始年度 平成17年度

上位施策事業名 かすみがうら市総合計画第３章第２節　生涯学習の充実 担当局・部名 教育委員会

根拠法令等
市学校施設開放規則、市体育施設条例、市千代田Ｂ＆Ｇ海洋
センター設置及び管理に関する条例

担当課･係名
生涯学習課・
スポーツ振興係

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 課長 飯田泰寛

実施の背景
スポーツを通じ、幸福で豊かな生活を営むことを定めた「スポーツ基本法」の趣旨に添い、体育の日の行
事として実施する。また、本年3月に策定された市健康増進計画でも、スポーツ団体との連携を強化した
健康づくりが基本目標と掲げられている。

目　的
（何をどうしたいのか）

子どもから高齢者まで、スポーツレクリエーション活動の場を提供し、市民の体力増進・健康
づくりを推進する。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

概ね小学生以上の市民（7歳から）
対象者数（全住民に対する割合）

39,000 人 88 ％

実施方法

■直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：市総合型スポーツクラブ　）

■補助金〔直接・間接〕（補助先：体験セミナー参加者　実施主体：Ｂ＆Ｇ財団　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

1．市民ふれあいスポーツフェア
　　10か所の体育施設に27種目を用意し、多年代の方々に様々なスポーツを楽しんでもらうイベント
　　である。体育協会とスポーツ推進委員、総合型スポーツクラブの全面協力を得て実施。24年度
　　は、生涯学習フェスティバルと初めて同日開催した。
2．市民マラソン大会
　　5種目14部門に小学生から一般まで幅広く募集し開催する。特に小学生は、スポーツ少年団の参
　　加が多く保護者ぐるみの参加がみられる。
3．水泳教室
　　有資格者によるジュニア教室を開催する。Ｂ＆Ｇ財団が主催する県大会、全国大会への参加者育
　　成も図る。
4．ふれあいサイクリング
　　恋瀬川サイクリングコースを活用し、サイクリング活動の振興を図る。果物狩りや歴史散策、ピ
　　ザづくりやそば打ち体験等のイベントを盛り込み実施。
5．海洋クラブ事業運営委託（24年度新規事業）
　　Ｂ＆Ｇ財団から譲渡を受けたカヌーを活用して、ウォータースポーツを奨励する。霞ヶ浦湖岸で
　　体験教室を実施。

関連事業
（同一目的事業等）

・スポーツ団体育成事業
　　スポーツ推進委員の報酬、スポーツ少年団大会委託費、市体育協会補助金、
・各体育施設管理運営事業（5施設）

コ
ス
ト

24年度（予算） 23年度（決算） 22年度（決算） 21年度（決算）

事
業
費

事業費合計 4,675 千円 4,367 千円 4,552 千円 4,207 千円

事業費内訳
（平成23年度分）

・学校施設夜間開放に伴う管理人謝礼　14校で1,008千円
・大会参加賞　　　　　　　　　　　　2,800人分で280千円
・大会賞品・記念品代（メダル）　　　600人分で500千円
・スポーツレクリエーション祭り委託　3回で300千円
・サイクリングコース管理運営負担金　石岡市へ600千円
・海洋体験セミナーへの助成　　　　　6人分で150千円（1/2以内）

人
件
費

担当正職員 0.8 人 6,096 千円

臨時職員等 人

0.6 人 4,799 千円 0.6 人 4,769 千円 0.6 人 4,678 千円

千円 人 千円 人 千円 人 千円

人件費合計 0.8 人 6,096 千円 0.6 人 4,799 千円 0.6 人 4,769 千円 0.6 人 4,678 千円

総事業費 10,771 千円 9,166 千円 9,321 千円 8,885 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円 千円 千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円

その他特財
110 千円 152 千円 30 千円 124 千円

その他特財の内容 教室・大会等参加料

一般財源 10,661 千円 9,014 千円 9,291 千円 8,761 千円

財源合計 10,771 千円 9,166 千円 9,321 千円 8,885 千円

事業番号１－６ 平成24年度 



事業シート（概要説明書）

予算事業名 市民ふれあいスポーツ推進事業 事業開始年度 平成17年度

事業番号１－６ 平成24年度 

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】 単位 Ｈ23年度 Ｈ22年度 Ｈ21年度

市民ふれあいスポーツフェア 回 1 1 1

市民マラソン大会 回 1 1 1

水泳教室（ジュニアスイミング） 回 5 5 5

単位当たりコスト ／

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

平成17年に実施した生涯スポーツ実態調査によると、市内成人の週1回以上のスポーツ・レクリ
エーション実施率は、当時の全国平均を10ポイント下回る24.2％という結果であった。国では
目標を50％に掲げていることから、当面の目標として50％に引き上げることを考えている。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】 単位 Ｈ23年度 Ｈ22年度 Ｈ21年度

市民ふれあいスポーツフェア 人 1,471 1,170 1,150

市民マラソン大会 人 805 664 735

水泳教室（ジュニアスイミング） 人 23 31 35

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

23年度において生涯学習事業として市が実施した各種講座・教室の参加者調べを本年8月に実施
したところ、105種類で延べ38,000人の参加者があったことが分かった。これをスポーツ・レク
リエーションに絞ると、26,000人となり、総合型スポーツクラブの自主事業参加者13,000人と
合わせると、39,000人以上がスポーツを楽しんだことになる。
近年、総合型スポーツクラブが主催するスポーツイベントが充実しつつあることから、同クラ
ブとの連携が重要性を増している。専門的職員の設置、老朽化しつつある体育施設の延命化等
を検討していきたい。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

特記事項



（ ）

（ ）

（ ）

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

財務諸表URL

総計 1,390 千円 収支差 0 千円

その他 会費、参加費、雑収入等 1,090 千円

148 千円

補助金 千円 総計 1,390 千円

市委託料 300 千円 その他 次期繰越金

その他 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費 千円

事業費 876 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 366 千円

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円

28

出資比率 ％ 職員

非常勤 うち
（出向／OB） 監事 うち

（出向／OB）

市出資金 千円 役員

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

団体概要

ＫＳＣエンジョイスポーツクラブ（会員86名）と、ＫＳＣなかよしスポーツクラブ（会員462名）の2団体に分かれる。両団体は、総
合型スポーツクラブとして、誰もが気軽にスポーツに親しめる生涯スポーツ社会の実現を目指そうと平成19年に設立された
団体である。地域性を考慮し、普段は別々に活動を展開している。両団体が実施する事業参加者は、年間で約13,000人。
教室・講座数は最大で30種目弱である。

資本金 千円
役
職
員

（単位：人） 常勤 うち
（出向／OB）

総計 300 千円 総計 300 千円

千円

その他 千円 千円

千円

補助金 千円 千円

委託料 300 千円

その他 千円

市町村からの財政支出金 千円 かすみがうら祭（11月） 50 千円

千円

県からの財政支出金 千円 あゆみ祭（8月） 50 千円

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

同クラブは平成19年に設立され、誰もが、いつでも、気軽に親しめる生涯スポーツの実現を目指し、今では20種類以上のス
ポーツ講座を定期的に開催。多くの参加者を自主的に集めて活動している。行政に対しては、8月のあゆみ祭、11月のかす
みがうら祭という市の２大イベントへ積極的に協力し、5月には、独自のイベントとしてスポーツレクリエーション祭を開催して
いる。
スポーツ・レクリエーション運営に関しては、高い技術と多くの人材を兼ね備えた市内唯一の組織であることから、同クラブを
委託先と決定している。

当該事業の
団体における
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 スポーツレクリエーション祭（5月） 200

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 市民ふれあいスポーツ推進事業 事業開始年度 平成２２年度

団体名 かすみがうら市総合型スポーツクラブ（ＫＳＣ）

平成23事業番号１－６ 平成24年度 



（ ）

（ ）

（ ）

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 海洋クラブ運営事業 事業開始年度 平成２４年度

団体名 ＫＳＣエンジョイスポーツクラブ

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

ＫＳＣ（かすみがうら市総合型スポーツクラブ）を構成する2団体のうち、旧霞ヶ浦地区をカバーする団体である。同地区は、
三方を霞ヶ浦に囲まれる地形的特徴を有し、水上スポーツに親しむ環境も整っており、また、既存の倉庫をカヌー艇庫に利
用するなど設備投資の必要もなく、Ｂ＆Ｇ財団からのカヌー無償譲渡の条件も整っていたことから委託先と決定したもので
ある。

当該事業の
団体における
収支状況

24年度予算

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費 150 千円

県からの財政支出金 千円 管理費 50 千円

市町村からの財政支出金 千円 千円

市委託料 200 千円

その他 千円

補助金 千円 千円

千円

その他 千円 千円

千円

総計 200 千円 総計 200 千円

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

団体概要

総合型スポーツクラブとして、地域の人たちがスポーツ、文化活動に気軽に参加して楽しめる環境を作り、心身の健康を育
みながら生きがいのある健やかやまちづくりを目的として、平成19年に設立された団体である。行政主導ではない多種目・
多世代・多目的を特徴とする住民主導の活動を目指している。

資本金 千円
役
職
員

（単位：人） 常勤 うち
（出向／OB） 非常勤 うち

（出向／OB） 監事 うち
（出向／OB）

市出資金 千円 役員 16

出資比率 ％ 職員

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 千円 事業費／イベント用消耗品 307 千円

県からの財政支出金 千円 管理費／通信費 41 千円

市町村からの財政支出金 千円 人件費 千円

千円 その他

その他 千円

千円

補助金 千円 総計 348 千円

市委託料 150

その他 会費、参加費、雑収入等 198 千円

特記事項

負債総額：　　　円　　　資本総額：　　　円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　　　円

財務諸表URL

総計 348 千円 収支差 0 千円

平成23事業番号１－６ 平成24年度 
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